
道内各地で進展する地方創生プロジェクトの最前線をクローズアップ！

北海道創生ジャーナル
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人と地域との新たなつながりを生み出すワーク施設とコンシェルジュを紹介

０７ 地域が動く・プロジェクト最前線
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第４回選定遺産の紹介／下川町、北広島市、今金町、白老町、上士幌町

全日本下の句歌留多協会
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北
海

道
遺
産
と

は
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぎ
た
い
有
形
・
無
形

の
財
産
の
中
か
ら
、
北
海
道
民
全
体
の
宝
物

と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
「
北
海
道
遺
産
」
で

す
。
北
海
道
の
豊
か
な
自
然
、
北
海
道
に
生

き
て
き
た
人
々
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
、
産

業
、
食
な
ど
、
様
々
な
分
野
か
ら
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
度
、
第
一
回
選
定
か

ら

周
年
を
契
機
と
し
て
、
令
和
３
年
か
ら

第
四
回
の
募
集
・
審
査
が
行
わ
れ
、
昨
年
、

６
件
の
地
域
遺
産
が
新
た
に
北
海
道
遺
産
に

加
わ
り
、
総
計

件
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
遺
産
構
想
と
は

掘
り
起
こ
さ
れ
た
宝
物
を
地
域
で
守
り
、

育
て
、
活
用
し
て
い
く
中
か
ら
新
し
い
魅
力

を
持
っ
た
北
海
道
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う

道
民
運
動
が
「
北
海
道
遺
産
構
想
」
で
す
。

多
く
の
北
海
道
遺
産
に
は
、
深
く
関
わ
り
な

が
ら
活
動
す
る
「
担
い
手
」
の
皆
様
が
存
在

し
ま
す
。
地
域
の
宝
物
を
掘
り
起
こ
し
、
育

成
・
活
用
す
る
過
程
で
地
域
づ
く
り
や
人
づ

く
り
を
展
開
し
、
自
分
が
暮
ら
す
ま
ち
や
地

域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
醸
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
観
光
促
進
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
の
活
性

化
や
地
方
創
生
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

選
定
基
準
は

選
定
の
基
準
に
は
学
術
的
な
価
値
や
美
的
な

価
値
な
ど
「
客
観
的
な
評
価
基
準
」
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
が
保
全
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
や
、
今
後
の
取
組
に
期
待
で
き
る
も
の

な
ど
の
「
思
い
入
れ
価
値
」
が
大
き
な
ウ
ェ
イ

ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
思
い
入
れ
こ
そ
が

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
づ
く
り
に
と
っ
て
大
切
な

も
の
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

二
つ
に
「
北
海
道
ら
し
さ
」
を
加
味
し
て
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
遺
産
と
い
う
言
葉

か
ら
は
、
「
過
去
の
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
広
が
り
が
ち
で
す
が
、
「
北
海
道
遺
産
」
は

地
域
の
未
来
を
創
造
し
て
い
く
資
産
な
の
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
北
海
道
遺
産
の
選
定
、

北
海
道
遺
産
構
想
の
普
及
・
啓
発
、
地
域
が
行

う
保
全
・
活
用
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
な
ど
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
遺
産

協
議
会
の
取
組
及
び
第
四
回
選
定
で
新
た
に
選

ば
れ
た
遺
産
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

写真提供:NPO法人北海道遺産協議会
（北海道遺産フォトコンテスト）

北
海
道
遺
産

令
和
３
年
、
北
海
道
遺
産
は
第
一
回
選
定

か
ら

年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
の

特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
取
組
等
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

1997
（４月）

北海道知事（当時）が、
「北の世界遺産構想」を提唱

北海道遺産構想推進協議会が
設立

第1回選定25件を
決定・公表

第2回選定27件を
決定・公表（計52件）

協議会がNPO法人格を取得し、
NPO法人北海道遺産協議会を
設立

第3回選定15件を
決定・公表（計67件）

第4回選定６件を決定・公表
既存遺産の名称変更※（計74件）

2001
（５月）

2001

2004

2009

2018

2022

（10月）

（10月）

（４月）

（11月）

（10月） ※江差町の２つの遺産を併せてひとつの名称
として公表していたが、名称を変更し、
２つの遺産として改めて登録。

これまでの歩み

1997-2022

20

20

74
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「
赤
毛
」
は
、
今
や
全
国
的
ブ
ラ
ン
ド
と

な
っ
た
北
海
道
米
の
先
祖
で
あ
り
、
寒
さ
に
強

い
こ
の
種
も
み
を
使
用
し
て
、
明
治
６
年
に
、

現
在
の
北
広
島
市
島
松
の
地
で
、
中
山
久
蔵
が

寒
地
稲
作
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
道
南
以
北
で

の
稲
作
は
不
可
能
と
さ
れ
た
中
、
中
山
は
高
い

志
と
努
力
を
以
っ
て
稲
作
を
実
践
し
、
入
植
者

た
ち
に
収
穫
し
た
稲
を
無
償
で
分
か
ち
、
寒
地

生
育
の
技
術
指
導
な
ど
の
長
年
の
支
援
を
行
い
、

北
海
道
中
に
稲
作
が
広
ま
る
き
っ
か
け
を
つ
く

り
ま
し
た
。

「
赤
毛
」
と
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
見
本
田

の
復
活
や
学
校
授
業
、
商
品
開
発
な
ど
、
地
域

の
人
々
の
熱
い
想
い
に
よ
り
、
現
在
も
地
域
の

誇
り
と
し
て
保
存
さ
れ
、
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。

▲稲穂の毛の「芒」が赤褐色の赤毛米は、今や全国的なブランドとなった
「ゆめぴりか」「ななつぼし」の先祖。現在も「北広島市水稲赤毛種保
存会」の皆さんにより毎年栽培されています。

◀
見
本
田
で
の
活
動

の
様
子

「
経
済
・
社
会
・
環
境
」
の
調
和
に

よ
る
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
基
盤
と
な
る
森
林
を
活
か
す
た

め
の
理
念
で
あ
る
法
正
林
思
想

１
に

よ
り
「
循
環
型
森
林
も
り
づ
く
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
年
間

㏊
の
伐
採
、
植
林
、

育
林
の
適
正
な
森
林
管
理
を

年
間
サ

イ
ク
ル
で
継
続
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
で
、
「
雇
用
の
場
の
確

保
」
、
「
安
定
的
な
木
材
供
給
」
、
さ

ら
に
「
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
」
、

「
森
林
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
脱
炭

素
」
を
可
能
に
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

で
あ
る
『
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
幸

せ
な
日
本
一
の
町
』
を
創
る
た
め
に
、

「
循
環
型
森
林
文
化
創
造
」
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

◀
機
械
化
が
進
む
冬
山
造
材
の

風
景

※１:毎年の成⾧量に見合う分の立木を一定量伐採、
植林することで、持続的な森林経営が実現
される森林のこと。

▲再造林された若い森林と成熟した森林に囲まれた
下川市街地

第４回選定で新たに選ばれた北海道遺産６件をご紹介します！

のぎ

しもかわの循環型森林文化
～森は光り輝く～ （下川町）

北海道米のルーツ「赤毛米」
～人々の想いが 育んだ地域の誇り～ （北広島市）

◆特集 北海道遺産創る

60 ※
(

)

50
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◀
昭
和
期
の
後
志
利
別
川

で
の
砂
金
掘
り

▲地表面に生々しく残る砂金採掘跡

◀
北
海
道
最
古
の
赤
松
を
望
む

▲北辺防備の拠点仙台藩白老元陣屋

江
戸
幕
府
は
、
嘉
永
6
（
１
８
５
３
）
年

の
黒
船
来
航
に
よ
り
鎖
国
政
策
を
断
念
し
て
、

下
田
と
箱
館
を
開
港
し
、
同
時
に
、
西
欧
諸

国
の
日
本
進
出
を
警
戒
し
て
、
東
北
地
方
の

各
藩
に
蝦
夷
地
警
備
を
命
じ
ま
し
た
。
白
老

元
陣
屋
は
、
安
政
3
（
１
８
５
６
）
年
に
仙

台
藩
が
構
築
し
、
慶
応
4
（
１
８
６
８
）
年

の
戊
辰
戦
争
に
よ
り
撤
退
す
る
ま
で

年
間

存
続
し
ま
し
た
。

陣
屋
遺
構
に
は
、
土
塁
、
堀
割
の
重
要
遺

構
の
ほ
か
、
藩
士
た
ち
が
故
郷
か
ら
移
植
し

た
赤
松
に
よ
る
歴
史
的
景
観
な
ど
が
比
較
的

よ
く
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
勧
請
し
た
愛
宕

神
社
や
塩
釜
神
社
、
御
霊
を
祀
る
藩
士
墓
地

で
は
、
地
域
住
民
が
一
世
紀
以
上
に
渡
り
、

例
大
祭
や
供
養
祭
を
挙
行
し
て
い
ま
す
。

今
金
町
の
後
志
利
別
川
上
流
域
に
は
、
砂

金
採
掘
の
遺
跡
が
延
長

㎞
以
上
に
渡
っ
て

随
所
に
見
ら
れ
、
源
流
域
に
は
カ
ニ
カ
ン
岳

金
山
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代

前
期
の
松
前
藩
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
特
に

美
利
河
地
区
は
そ
の
中
心
地
で
、
現
在
も
地

表
面
に
砂
金
採
掘
跡
が
生
々
し
く
残
り
ま
す
。

本
流
域
の
産
金
地
帯
は
当
時
と
し
て
は
国
内

最
大
規
模
を
有
し
、
大
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

の
発
生
を
物
語
り
ま
す
。

幕
末
以
降
に
も
採
金
ブ
ー
ム
が
起
き
、
特

に
明
治
期
に
は
北
海
道
的
な
採
掘
技
術
を
磨

く
場
と
し
て
歴
史
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
昭
和

年
代
ま
で
砂
金
掘
り

で
生
計
を
立
て
る
者
が
い
て
、
当
時
の
用
具

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

仙台藩白老元陣屋
～幕末と明治維新を生きた北の防人～ （白老町）

◆特集 北海道遺産創る

ぴ り か

今金・美利河の金山遺跡
～後志利別川上流域の砂金採掘跡～ （今金町）

10
30

12
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大
雪
山
国
立
公
園
の

東
部
に
位
置
す
る
十
勝

三
股
は
、
約
１
０
０
万

年
前
の
大
規
模
噴
火
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
カ

ル
デ
ラ
で
す
。
約

万

年
前
に
は
湖
が
広
が
っ

て
お
り
、
そ
の
後
、
消

失
し
樹
海
が
成
立
し
ま

し
た
。

十
勝
三
股
は
、
エ
ゾ

マ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る

広
大
な
森
林
が
広
が
る

と
と
も
に
、
永
久
凍
土

な
ど
の
寒
冷
地
帯
、
温

泉
な
ど
の
地
熱
地
帯
が

共
存
す
る
こ
と
で
、
多

様
な
生
物
が
生
息
し
生

物
多
様
性
を
高
め
て
い

る
と
い
う
特
色
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
豊
富
な

森
林
資
源
を
求
め
て
、

過
去
大
規
模
な
林
業
集

落
が
形
成
さ
れ
、
最
盛

期
に
は
約
１
５
０
０
人

と
全
国
最
大
を
誇
り
、

運
搬
の
旧
国
鉄
士
幌
線

と
と
も
に
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

▲三国峠から見る十勝三股カルデラ

◀ホウの木でできた取り札は独特
な書体で描かれている。

▲競技は３人対３人のチーム戦。
前句の「韻」を聞き分けた瞬間
に手を出す。

▲高山や寒冷地の動植物が局所的に見られる永久凍土

十勝三股の樹海
～カルデラが生んだ生物多様性～ （上士幌町）

下の句かるた
～木札､下の句にみる遊びの文化～（全日本下の句歌留多協会）

◆特集 北海道遺産創る

30

下
の
句
か
る
た
は
、
北
海
道
に
入
植
し
た
人
々
に
よ
り
道
内

に
普
及
し
ま
し
た
。
「
木
の
札
」
で
あ
る
こ
と
と
、
小
倉
百
人

一
首
の
下
の
句
を
読
み
上
げ
る
独
特
の
競
技
は
、
北
海
道
特
有

の
遊
び
の
文
化
で
あ
り
、

年
を
超
え
る
歴
史
あ
る
全
道
大
会

や
小
中
学
生
の
全
道
子
ど
も
大
会
（
一
般
社
団
法
人
北
海
道
子

ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催
）
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

か
る
た
競
技
は
、
厳
格
な
雰
囲
気
の
中
で
の
対
戦
や
緊
張
感

の
下
で
、
礼
節
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
を
体
験
で
き
、
世
代
を
超

え
た
交
流
や
人
間
関
係
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
大
人
、

子
ど
も
、
性
別
を
問
わ
ず
競
技
を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、
日

本
古
来
の
文
化
に
親
し
む
こ
と
に
加
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

発
展
の
場
と
し
て
意
義
が
あ
り
ま
す
。

90
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北
海
道
遺
産
協
議
会
に
つ
い
て

北
海
道
遺
産
協
議
会
は
、
北
海
道
遺
産
の

誕
生
を
前
に
、
第
一
回
選
定
と
同
年
の
平
成

年
５
月
に
『
北
海
道
遺
産
構
想
推
進
協
議

会
』
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

北
海
道
遺
産
構
想
の
生
み
の
親
で
あ
る
、

北
海
道
庁
若
手
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
北

の
世
界
遺
産
推
進
方
策
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
』
が
、
文
化
財
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、

経
済
や
観
光
、
地
域
づ
く
り
の
専
門
家
や
民

間
企
業
の
人
々
に
厳
し
く
も
温
か
い
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、
民
間
組
織
が
北
海
道
遺

産
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
未
来
の
北
海
道
づ

く
り
に
役
立
つ
と
の
提
案
を
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら

年
。
北
海
道
遺
産
地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
事
務
局
も
世
代
交
代
し
な
が

ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

【現事務局メンバー・左が筆者（事務局矢野）】
これまで事務局に関わってきた人々が、地域との
つながりをつくってきてくれました。事務局の財
産である、北海道遺産人（担い手）たちとのネッ
トワークをこれからも繋いでいきたいです。

北
海
道
遺
産
の
魅
力

北
海
道
遺
産
は
、
自
然
や
文
化
、
史
跡
、

産
業
遺
産
、
食
な
ど
様
々
な
分
野
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ど
れ
も
が
「
北
海
道
ら
し

さ
」
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

世
界
や
日
本
全
体
と
の
繋
が
り
が
興
味
深
い

も
の
ば
か
り
で
も
あ
り
ま
す
。

地
名
の
手
が
か
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
は
、
北
海
道
の
自
然
や
、

人
々
の
生
活
と
土
地
と
の
つ
な
が
り
に
由
来

が
あ
り
、
地
名
か
ら
風
景
が
み
え
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
、
ま
た
、
周
辺
の
世
界
の
人
々
と

の
言
葉
の
繋
が
り
も
学
び
た
く
な
り
ま
す
。

「
内
浦
湾
沿
岸
の
縄
文
文
化
遺
跡
群
」
は
、

恵
ま
れ
た
地
形
と
自
然
を
背
景
に
、
日
本
の

中
で
も
長
く
縄
文
文
化
が
続
き
ま
し
た
が
、

そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
精
神
文
化
な
ど
、
他
地

域
と
の
違
い
や
関
連
が
興
味
深
い
で
す
。

一
方
で
、
遺
産
や
文
化
財
と
言
わ
れ
る
も

の
は
、
古
く
さ
い
も
の
、
詳
し
い
人
だ
け
が

語
っ
て
よ
い
も
の
、
と
い
う
よ
う
な
難
し
さ

を
感
じ
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
こ
の
仕
事
に
就
く
ま
で
は
全
く
の
門

外
漢
で
し
た
。
た
だ
、
古
い
も
の
に
興
味
が

あ
っ
て
足
を
運
び
、
地
域
の
人
々
の
話
を
聞

く
の
が
楽
し
く
て
関
わ
り
続
け
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
「
森
林
鉄
道
蒸
気
機
関
車
『
雨

宮

号
』
」
が
蒸
気
を
あ
げ
て
走
る
姿
を
キ

ラ
キ
ラ
し
た
目
で
見
つ
め
る
人
。
学
芸
員
で

は
な
い
か
ら
と
戸
惑
い
な
が
ら
も
地
震
で
倒

れ
た
史
料
や
濡
れ
た
文
献
を
守
る
方
法
を
考

え
る
人
。
カ
ッ
パ
姿
で
看
板
を
支
え
、
旧
炭

鉱
施
設
の
ア
ー
ト
会
場
に
人
々
を
迎
え
て
い

た
長
靴
が
似
合
い
大
き
な
声
で
い
つ
も
笑
っ

て
い
た
人
。

北
海
道
遺
産
は
、
文
化
財
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
保
全
活
用
し
、
未
来
に
つ
な
い
で
い

く
人
が
地
域
に
い
る
こ
と
で
も
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

◆特集 北海道遺産創る
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食
で
伝
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

北
海
道
遺
産
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金

は
、
北
海
道
遺
産
の
活
用
・
保
全
に
か
か
わ
る

活
動
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
助
成
活
動
と
し
て
、
「
ほ
っ
か
い

ど
う
遺
産
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」
に
よ
る
寄
附
金
か
ら
は
、

北
海
幹
線
用
水
路
の
景
観
保
全
と
環
境
整
備
の

活
動
や
天
塩
川
流
域
の
移
動
史
探
訪
事
業
、
道

南
ご
当
地
カ
ッ
ク
ー
制
作
と
子
ど
も
た
ち
へ
の

縄
文
文
化
普
及
啓
発
事
業
な
ど
、
北
海
道
遺
産

の
保
全
に
取
り
組
む

件
の
地
域
活
動
に
助
成

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
～
い
お
茶
『
お
茶
で
北
海
道
を
美

し
く
。
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
寄
附
金
か
ら

は
、
昭
和
新
山
の
環
境
保
全
登
山
学
習
事
業
や

野
付
半
島
の
外
来
種
駆
除
活
動
な
ど
環
境
保
全

に
係
る
３
件
の
助
成
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
静
内
二
十
間
道
路
の
桜
並
木
の
植
樹
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

桜
の
植
樹
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
や
担
い
手
の
皆
さ
ん
の
活

動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
様
々
な
取
組

の
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ウ
ィ
ー
ク

寄
附
金
に
よ
る
助
成
活
動
支
援

北
海
道
遺
産
協
議
会
で
は
、
北
海
道
遺
産
の

選
定
の
ほ
か
、
各
地
の
北
海
道
遺
産
の
普
及
・

啓
発
、
地
域
が
行
う
保
全
・
活
用
の
取
組
へ
の

支
援
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

北
海
道
遺
産
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

お
～
い
お
茶
『
お
茶
で
北
海
道
を
美
し
く
。
』

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

株
式
会
社
伊
藤
園
の
お
～
い
お
茶
『
お
茶
で
北

海
道
を
美
し
く
。
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
期
間

中
の
「
お
～
い
お
茶
」
全
飲
料

製
品
の
売
上
の
一
部
が
北
海
道

遺
産
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
る
活

動
で
、
平
成

年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
。
北
海
道
遺
産
に
選
定

さ
れ
て
い
る
貴
重
な
自
然
環
境

や
景
観
の
保
全
活
動
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
ほ
っ
か
い
ど
う
遺
産
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」
に
つ
い
て

イ
オ
ン
株
式
会
社
と
北
海
道
の
包
括
連
携
協
定

に
基
づ
き
、
平
成

年
７
月
よ
り
「
ほ
っ
か

い
ど
う
遺
産
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
決
済
し
た
金
額
の
一

部
が
北
海
道
遺
産
協
議

会
に
寄
附
さ
れ
ま
す
。

寄
附
金
は
北
海
道
遺
産

の
保
全
活
動
等
の
地
域

活
動
に
助
成
し
て
い
る

ほ
か
、
北
海
道
遺
産
の

普
及
・
啓
発
活
動
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

▲令和４年度 助成活動の様子

▲北海道ヘリテージウィーク ▲食で伝えるプロジェクト

身
近
な
「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
た
な
角

度
か
ら
魅
力
を
伝
え
て
い
く
取
組
と
し
て
、
北

海
道
遺
産
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
「
食
」
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
各
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
担
い
手

の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
札
幌
発
寒
に
て
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

各
地
の
北
海
道
遺
産
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
あ
な
た
が
伝
え
た
い
北
海
道
遺

産
」
を
テ
ー
マ
に
、
グ
ラ
ン
プ
リ
１
点
、
準

グ
ラ
ン
プ
リ
２
点
（
１
ペ
ー
ジ
参
照
）
、
入
選

作
品

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
を
会
場
に
、
北

海
道
遺
産
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、
北
海
道
遺
産
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
や
助
成
活
動
紹
介

パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
。
遺
産
地
域
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
配
布
や
、
パ
ネ
ル
を
巡
る
ク
イ
ズ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆特集 北海道遺産創る
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北
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の
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組
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み
ん
な
で
協
力
し
て
つ
く
る

創る ◆地域が動く・プロジェクト最前線

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
☆
Ｍ
ｏ
ｋ
ｏ

妹背牛町

少
子
高
齢
化
が
進
む
妹
背
牛
町
で
は
、
全

て
の
世
代
が
と
も
に
協
力
し
、
町
民
同
士
が

つ
な
が
り
を
持
て
る
暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
「
移
住
・

定
住
対
策
」
を
推
進
す
る
各
施
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実
や
子
育
て
世
代
と
の

交
流
促
進
を
図
る
上
で
、
親
子
の
交
流
拠
点

で
あ
る
「
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
☆
Ｍ
ｏ
ｋ
ｏ
」
（
フ
ロ

ム
・
モ
コ
）
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

モ
コ
を
利
用
す
る
お
母
さ
ん
の
９
割
以
上

が
町
外
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
た
ち
で
す
。
建

物
の
設
計
か
ら
携
わ
り
、
移
住
者
の
要
望
が

ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
モ
コ
は
、
親
子
の
笑
顔

が
広
が
る
和
や
か
な
雰
囲
気
。
町
で
の
生
活

や
育
児
の
悩
み
を
気
兼
ね
な
く
相
談
で
き
る

場
所
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
活
力
を
地
域
に
広
め
る
モ

コ
の
役
割
は
、
移
住
の
き
っ
か
け
を
後
押
し

し
、
人
口
減
少
対
策
を
進
め
る
上
で
も
重
要

で
す
。
古
民
家
を
改
修
し
た
モ
コ
の
事
例
は
、

点
在
す
る
空
き
家
を
地
域
資
源
と
と
ら
え
て

新
た
な
価
値
を
創
り
出
し
、
「
暮
ら
し
た
い
、

暮
ら
し
続
け
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
へ
の
大
き

な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

暮
ら
し
た
い
、
暮
ら
し
続
け

た
い
ま
ち
づ
く
り

北
海
道
で
３
番
目
に
小
さ
な
山
の
な
い
ま
ち
「
妹
背

牛
町
」
は
、
北
海
道
の
母
な
る
川
「
石
狩
川
」
が
流
れ
、

美
味
し
い
お
米
を
つ
く
る
の
に
適
し
た
肥
沃
な
大
地
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
小
さ
な
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
住
ん
で
い
る
町
民

同
士
が
つ
な
が
り
、
交
流
で
き
る
場
所
が
必
要
で
す
。

今
回
は
、
地
域
み
ん
な
で
つ
く
る
子
育
て
世
代
交
流

施
設
「
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
☆
Ｍ
ｏ
ｋ
ｏ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

施
設
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
実

際
に
施
設
を
利
用
す
る
子
育
て
世
代
の
要
望

の
取
り
ま
と
め
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

就
学
前
の
乳
幼
児
が
い
る
全
世
帯
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
町
内
の
子
育
て
サ
ー

ク
ル
に
も
意
見
・
要
望
を
聞
き
取
り
、
必
要

な
遊
具
な
ど
施
設
内
の
改
修
内
容
に
つ
い
て

ま
と
め
ま
し
た
。

施
設
の
場
所
に
つ
い
て
も
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
候
補
地
の
空
き
家
３
カ

所
を
実
際
に
回
り
、
建
物
の
状
況
や
近
隣
の

環
境
な
ど
を
確
認
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
子
育
て
世
代
の
要
望
を
全
て

取
り
入
れ
た
仕
様
書
を
作
成
。
改
修
業
者
に

つ
い
て
は
、
作
成
し
た
仕
様
書
を
基
に
企
画

提
案
を
し
て
い
た
だ
く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
選
定
し
て
い
ま
す
。

施
設
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
内

壁
に
し
っ
く
い
を
塗
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
。

組
の
親
子
が
参
加
し
、
施
設
の
整

備
内
容
の
検
討
か
ら
建
設
作
業
ま
で
、
全
て

子
育
て
世
代
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
遊
具
を
備
え
る
裏
庭
の
整
地

作
業
は
、
地
元
の
建
設
業
協
会
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
実
施
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る

親
子
の
交
流
拠
点

子育て世代交流施設「from☆Moko」

「Moseushi Kodomo」の頭文字をつなげて『Moko』
妹背牛町の子ども達がここから成⾧していって欲しいという願いが込められています。
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現
在
も
、
屋
外
の
広
場
に
い
く
つ
か
の
遊

具
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
は
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附
を
募
り
、
さ
ら
に

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
遊
具
を
設
置
し
た

り
、
土
の
上
で
よ
り
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
芝

を
張
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
子
ど
も
だ
け
で
の
利
用
は

認
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
は
児
童
会
館

的
な
機
能
も
持
た
せ
て
、
さ
ら
な
る
子
育

て
・
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
移
住
施
策

に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

回
覧
板
な
ど
で
施
設
の
紹
介
は
し
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
子
育
て
世
帯
以
外
に
も
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
施
設

利
用
者
か
ら
は
「
高
齢
者
か
ら
昔
の
遊
び
を

教
え
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ
し

い
」
、
「
定
年
後
で
時
間
に
余
裕
が
あ
る
方

た
ち
に
勉
強
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど

の
、
三
世
代
交
流
を
求
め
る
声
も
あ
が
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
町
民
も
参
加
で
き
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
色
々
な
世
代

の
方
が
関
わ
り
、
つ
な
が
り
を
広
げ
、
町
全

体
で
子
育
て
を
し
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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本記事の内容は、妹背牛町健康福祉課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：0164-32-2412

◆地域が動く・プロジェクト最前線創る

開
設
日
に
は
自
由
に
親
子
が
集
ま
り
、
子

ど
も
た
ち
は
施
設
内
や
屋
外
遊
具
で
自
由
に

遊
び
、
そ
れ
を
見
守
る
保
護
者
た
ち
の
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て

お
り
、
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
や
「
冬
休
み
工

作
教
室
」
な
ど
子
ど
も
が
対
象
の
イ
ベ
ン
ト

は
も
ち
ろ
ん
、
「
骨
盤
教
室
」
や
「
マ
タ
ニ

テ
ィ
の
つ
ど
い
」
な
ど
、
妊
婦
・
保
護
者
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
は
、

代
か
ら

代
の
子
育
て
経
験

が
あ
る
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
自
身
の
経
験
を
生

か
し
な
が
ら
運
営
に
あ
た
っ
て
お
り
、
色
々

な
特
技
を
持
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と

な
っ
て
お
母
さ
ん
に
編
み
物
を
教
え
た
り
、

子
ど
も
た
ち
に
工
作
を
指
導
し
た
り
、
イ
ベ

ン
ト
で
お
菓
子
を
手
作
り
し
て
参
加
者
に
振

る
舞
う
な
ど
、
利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
交
流

も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

施
設
で
の
活
動

施
設
は
、
「
体
を
使
っ
た
遊
び
」
、
「
保

護
者
の
交
流
・
い
や
し
の
場
」
が
コ
ン
セ
プ

ト
と
な
っ
て
お
り
、
中
２
階
の
吹
き
抜
け
部

分
に
張
り
付
け
ら
れ
た
ハ
ン
モ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

や
２
階
に
昇
れ
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
、
子

ど
も
が
楽
し
め
る
設
備
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど

も
た
ち
が
見
え
る
場
所
に
あ
る
カ
フ
ェ
ス

ペ
ー
ス
や
外
遊
び
の
後
に
手
足
を
洗
え
る
よ

う
玄
関
に
設
置
さ
れ
た
洗
い
場
な
ど
、
お
母

さ
ん
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
業
者
か
ら
は
「
赤
ち
ゃ
ん
も
利
用

す
る
た
め
、
施
設
全
体
の
水
道
水
を
浄
化
す

る
設
備
」
、
「
災
害
時
に
も
発
電
機
と
接
続

し
、
避
難
場
所
と
し
て
利
用
で
き
る
改
修
」

な
ど
の
追
加
提
案
が
あ
り
、
安
全
面
で
も
安

心
で
す
。

▲お母さんの日頃の疲れ
をいやすためのハンド
マッサージ

施
設
の
効
果

町
の
課
題
で
あ
っ
た
空
き
家
を
活
用
し
て

整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
築
に
比
べ
て
費

用
を
４
割
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
コ
の
整
備
後
、
町
で
実
施
し
て

▲走り回れる広大なグラウンド

◀広々としたアイランド
キッチンではみんなで
料理を楽しめます。

子どもだけではなく、▶
お母さんの交流の場
ともなっています。

◀
玄
関
に
設
置

さ
れ
た
洗
い
場

▶
ハ
ン
モ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

い
る
中
古
住
宅
購
入
支
援
事
業
の
活
用
が
少

し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
が
率

先
し
空
き
家
の
活
用
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り

注
目
が
集
ま
り
、
空
き
家
の
解
消
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

不
要
な
空
き
家
を
子
育
て
世
代
の
交
流
拠

点
に
改
修
し
た
施
設
は
、
子
ど
も
た
ち
は
も

ち
ろ
ん
、
母
親
同
士
の
交
流
も
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
町
民
が
主
体
と
な
っ
て
運

営
を
進
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
子
育
て
世
代
の
移
住
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
地
域
へ
の
開
放
を
目
指
す
こ
の
施

設
を
き
っ
か
け
に
関
係
人
口
の
増
加
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

皆
の
声
を
取
り
入
れ
た
施
設

▲ボルダリング

▲クリスマス会の準備

▲屋外に設置されている遊具

30
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─
─

無
料
と
は
凄
い
で
す
ね
！
改
め
て
こ
ち
ら

を
立
ち
上
げ
た
経
緯
や
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

斜
里
町
で
は
、
平
成

年
に
総
務
省
の
「
ふ

る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
実
証
事
業
」
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
機
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
呼
び
込
み
を
始

め
ま
し
た
。
当
時
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が
あ
ま
り
認

知
さ
れ
て
い
な
い
時
代
で
し
た
が
、
行
政
よ
り

も
民
間
の
人
間
が
対
応
し
た
方
が
良
い
と
の
声

が
あ
り
、
町
内
の
不
動
産
業
や
司
法
書
士
、
ペ

ン
シ
ョ
ン
経
営
な
ど
様
々
な
業
種
に
携
わ
る
有

志
が
集
ま
り
、
「
知
床
ス
ロ
ウ
ワ
ー
ク
ス
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

─
─

「
知
床
ス
ロ
ウ
ワ
ー
ク
ス
」
で
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

仕
事
支
援
と
し
て
は
「
し
れ
と
こ
ら
ぼ
」
の

管
理
運
営
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
に
対
す
る
生
活
支

援
と
し
て
は
町
内
の
飲
食
店
や
観
光
情
報
の
提

供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
首
都
圏
か
ら
来
ら
れ

る
方
は
、
き
っ
と
斜
里
町
の
こ
と
を
あ
ま
り
知

ら
な
い
の
で
、
生
活
や
仕
事
を
す
る
上
で
困
っ

て
い
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

あ
と
、
「
知
床
ス
ロ
ウ
ワ
ー
ク
ス
」
の
取

組
と
し
て
は
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す

が
、
斜
里
町
民
に
も
テ
レ
ワ
ー
ク
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
勉
強
会

を
行
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

09

「
し
れ
と
こ
ら
ぼ
」
と
は
？

─
─

こ
ち
ら
は
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
い
う

位
置
づ
け
で
す
が
、
基
本
的
に
は
企
業
向
け
の

施
設
な
の
で
し
ょ
う
か
？

は
い
。
企
業
の
方
に
使
っ
て
も
ら
う
た
め
の

施
設
で
、
事
前
に
申
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
１

階
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
２
階
の
宿
泊
ス
ペ
ー

ス
を
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

「
つ
な
が
る
。
ハ
ー
ベ
ス
ト
」
と
は
？

─
─

数
多
く
の
企
業
が
訪
れ
て
い
る
中
で
、

地
域
と
つ
な
が
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば

教
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

斜
里
町
で
は
、
毎
年
「
ね
ぷ
た
祭
り
」
を

開
催
し
て
い
る
の
で
す
が
、
町
内
の
参
加
者

が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
お
祭
り
の
時
期
に
損

保
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）
と
（
株
）
日
立
製
作
所

の
社
員
が
テ
レ
ワ
ー
ク
合
宿
に
来
て
い
て
、

是
非
地
元
の
お
祭
り
に
参
加
し
て
み
た
い
と

の
こ
と
で
、
１
週
間
ほ
ど
山
車
や
太
鼓
の
練

習
を
し
た
上
で
、
お
祭
り
に
出
て
も
ら
い
ま

し
た
。

─
─

こ
れ
か
ら
は
ど
の
様
な
企
業
に
き
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

来
て
く
れ
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
企
業
で

あ
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

た
だ
、
目
指
す
と
こ
ろ
と
し
て
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
外
部
か
ら
の

視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
く
れ
た
り
、
自

社
の
強
み
を
生
か
し
て
地
域
の
小
中
学
生
に
授

業
を
し
て
も
ら
っ
た
り
と
、
地
域
と
深
く
つ
な

が
っ
て
も
ら
い
、
斜
里
町
を
好
き
に
な
っ
て
、

ま
た
仲
間
を
連
れ
て
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
将
来
的
に
は
斜
里
に
オ
フ
ィ
ス
を

設
け
て
く
れ
た
り
す
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

─
─

テ
レ
ワ
ー
ク
に
来
ら
れ
る
方
は
、
ど
の

よ
う
な
業
種
の
方
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

平
成

年
に
受
入
開
始
し
た
当
初
は
Ｉ
Ｔ

企
業
が
一
番
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
い

ろ
い
ろ
な
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

以
前
は
年
間
２
５
０
名
く
ら
い
受
け
入
れ
て

ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
分
落
ち
込
み
ま
し

た
が
、
令
和
４
年
は
６
月
か
ら

月
頭
ま
で

ず
ー
っ
と
予
約
で
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
な
が
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

ハ

ー

ベ

ス

ト

◆「つながる。HUBest」

～
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
ベ
ス
ト
な
場
所
が
北
海
道
に
は
あ
る
～

ハ
ブ

第
九
弾

斜
里
町

し
れ
と
こ
ら
ぼ豊

島

和
敏
さ
ん

し
れ
と
こ
ら
ぼ
で

「
つ
な
が
る
」

（
（
一
社
）
知
床
ス
ロ
ウ
ワ
ー
ク
ス

会
長
）

斜里テレワークセンター「しれとこらぼ」
1階にワークスペース、2階には居住スペースを併設し、
事前の申込みにより無料で利用できる（条件あり）

と
よ
し
ま

か
ず
と
し

「
新
し
い
働
き
方
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
。
そ
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
、
人
と
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
通
じ
て
新
た
な
活
動
を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
る

ワ
ー
ク
施
設
と
、
そ
こ
で
の
出
会
い
を
創
り
出
す
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

27
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北
海
道
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
普
及
・
展
開
事
業



10

Ｕ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け

─
─

西
村
さ
ん
は
北
見
市
近
郊
の
美
幌
町
ご

出
身
で
、
東
京
の
大
学
進
学
・
就
職
を
経
て
、

北
見
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

キ
タ
ミ
ベ
ー
ス
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

東
京
で
出
産
し
た
直
後
に
東
日
本
大
震
災
が

あ
り
ま
し
た
。
当
時
私
の
家
か
ら
職
場
ま
で
は
、

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
だ
と
１
時
間
く
ら
い
か
か
り
、

仕
事
中
に
何
か
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
子
ど
も
の
場

所
に
行
け
な
い
こ
と
に
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
危
機
感
か
ら
、
何
か
起
こ
る
前
に

「
キ
タ
ミ
ベ
ー
ス
」
と
は
？

自
分
が
納
得
で
き
る
場
所
に
帰
ろ
う
と
思
っ
た

の
が
、
今
か
ら

年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
す
。

北
見
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
ま
で
の
間
は
、
地
方

で
も
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
手
に
職
が
あ
っ
た

方
が
良
い
と
考
え
、
都
内
の
会
計
事
務
所
に
転

職
す
る
な
ど
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
向
け
た
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。
事
務
所
で
は
、
ま
だ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
す
る
前
に
テ
レ

ワ
ー
ク
制
度
を
つ
く
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
同
じ
時
期
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
を
推
進
し

て
い
た
北
見
市
の
関
係
者
の
方
々
に
お
会
い
す

る
機
会
が
あ
り
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
で
Ｕ
タ
ー
ン

す
る
な
ら
応
援
す
る
よ
！
」
と
熱
心
に
仰
っ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
、
当
時
の
勤
務
先
の
社
長
が

応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
北
見
市
を
選
ぶ
後

押
し
と
な
り
ま
し
た
ね
。

─
─

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
来
ら
れ
た
方
の
「
地

域
の
人
と
つ
な
が
り
た
い
！
」
「
ど
ん
な
体
験

が
で
き
る
か
教
え
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
要
望

に
も
、
お
応
え
い
た
だ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
？

も
ち
ろ
ん
で
す
！
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
対
応
で

き
る
の
は
私
と
、
同
じ
く
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
岩
田
、

そ
し
て
平
田
の
３
名
に
な
り
ま
す
。
平
田
は
、

北
見
工
業
大
学
出
身
で
、
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
と

し
て
２
０
１
８
年
の
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も

出
て
お
り
、
地
域
で
も
す
ご
く
顔
が
広
く
、

様
々
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

冬
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
そ
の
寒
さ
と
流
氷
が
体

験
で
き
る
た
め
、
意
外
と
首
都
圏
か
ら
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
々
に
人
気
で
す
。
そ
う
い
っ

た
方
々
か
ら
、
地
元
の
人
に
ア
テ
ン
ド
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い

の
で
、
私
た
ち
の
よ
う
な
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が

い
る
施
設
を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

─
─

こ
れ
か
ら
キ
タ
ミ
ベ
ー
ス
に
来
ら
れ
る
方

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

北
見
市
に
は
美
味
し
い
食
や
春
夏
秋
冬
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
快
適
な
仕
事

環
境
を
提
供
で
き
る
キ
タ
ミ
ベ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
仕
事
も
観
光
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
も
キ
タ
ミ
ベ
ー
ス
を
外
か
ら
来
ら
れ
る

方
と
市
民
の
方
を
つ
な
ぐ
場
に
す
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
色
々
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

是
非
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

第
十
弾

北
見
市

該当する施設を
月１回程度、
HPでご紹介!

「つながる。ハーベスト」対象施設
○テレワークができる施設
○地域を知るコンシェルジュがいる施設
○誰もが気軽に利用できる施設
○地域住民も利用している施設
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◆「つながる。HUBest」

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

西
村

貴
子
さ
ん

（
（
株
）
ア
イ
エ
ン
タ
ー
）

に
し
む
ら

た
か
こ

─
─

続
い
て
、
キ
タ
ミ
ベ
ー
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

こ
こ
は
、
文
字
ど
お
り
北
見
の
「
基
地
」
に

な
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
名
付
け
ま
し
た
。
た

だ
の
場
所
貸
し
で
な
く
、
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
取
組
を
す
る
場
、
そ
し
て
働
き
方
が
フ
リ
ー

に
な
っ
た
人
た
ち
を
つ
な
ぎ
と
め
る
場
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

─
─

ど
の
様
な
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

主
に
首
都
圏
や
札
幌
市
か
ら
、
北
見
市
や
市

内
企
業
、
大
学
等
と
の
仕
事
で
出
張
に
来
ら
れ

る
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
割
合
と
し
て

は
道
内
と
道
外
で
半
々
く
ら
い
で
す
ね
。

最新セキュリティシステム（顔認証）やCO2濃度計測シス
テムも完備しており、快適に利用できる。
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ＵＲＬ: https://hkd-ouendankaigi.jp/info/tukuru.html
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